
（3）がん登録の推進（九州がんセンター）   

①全拠点病院における院内がん登録を集約し、県レベルのがん登録実施体制の構築を図る。  

平成20年度予定：集約に向けた拠点病院間の調整や準備、試行  

平成24年度目標：全拠点病院における院内がん登録の集約  

集計結果の情報提供・公開  

②全拠点病院において、院内がん登録に関する研修を修了した者を配置する。  

平成24年度目標：  

国立がんセンター実施の院内がん登録実務者研修（中級レベル）修了者の全拠点病  

院への配置  

（4）福岡県がん診療連携協議会の設置・運営（九州がんセンター）   

①福岡県がん診療連携協議会を設置・運営し、がん医療に関する情報交換や連携強化により、  

県内のがん診療連携体制の構築を図る。  

平成20年度予定：福岡県がん診療連携協議会を設置し、3回開催  

③拠点病院の院内がん登録実務者連絡会を開催し、地域拠点病院等における院内がん登録の  

品質管理や登錨漏れ防止等についての検討を行うことにより、院内がん登録の精度向上を   

由る。  

平成20年度予定：3回開催  

③拠点病院の相談支援センター相談員連絡会を開催し、がんに関する情報交換や情報共有に  

より、相談支援センター間の連携及び相談支援機能強化を図る。  

平成20年度予定：3回開催  

（5）がん研究の推進（九州大学病院）   

①「治験ネットワーク福岡」の事務局。県内4大学の治験事務手続きの統一及び進捗状況の  

一元管理を行うとともに、治験業務標準化のための治験人材育成を行う。  

平成20年度予定：  

・NPO法人設立  

・治験ネットワークシステムの試行  

・国際標準であるFDA認定教育機関（ACRP）研修を活用して、各大学の治  

験管理室の医師等の教育を実施  
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福岡県がん対東経進計画におけるがん診療連携拠点病院を中心とした施策の現状と方針  

基本施坑   現   状   平成20年僕（予定）  平成24年戌柑牒）   

1放射掃疲戸主・化学頗法の推進  ①放射線治療の実施  14／【5  ①全敗烏病院における放射線凍は及び外来化学疎活の実施   
②外来化学療法壷の股匿  14日5  

③外束化学税沌の実施  15ハ5   

2 がん専門医掃従事者の育成  ①国立がんセンターJヽの研修派遣   ①国立がんセンターヘの研修派遣   ①専門的ながん診療を行う医師の増加  
②拠占病院への研修情報堰牒   ②県拠点病院による地域拠点病偶に対ナる研修の宍應   ②県極点病院における、がんヰ門的医療従事者の爽地研修の定卯勺実施  
（診日本放射線腫瘍学会比定匠  

③が 

ん専門医師等の地域拠点病院等への派遣によるがん診流水坤の向上  
（診日本由床思癌学会がん薬物探泣噂P「医  lα15  ③地域軋島病院による地域ば虎搬関に対する研修の実施            〟15  ④がんプロフェッショナル襲成プラン夷摘   

】－ 
…「‖‘叫hTP‾‥’’【 

l  ②拠点病院への研修情報堰牒   ②県拠点病院による地域拠点病偶に対ナる研修の宍應   
（診日本放射線腫瘍学会比定匠  lα15  ③地域軋島病院による地域ば虎搬関に対する研修の実施  l霊禁警諾監読書崇孟這芸霊器望讐警護歪き冨誓票℃霊宗慧豊讐雷竺   l  

（診日本由床思癌学会がん薬物探泣噂P「医  〟15  

⑤がんプロフェッショナル養成プラン実施開始  
⑤放射操治痛打圃を立てたり．物理的な精度管理を支捜したりで  
きる音の配置く放射湯治廃品賞管理士苓） り／15   

3 緩和ケアの池湛   ①緩和ケア診療加斧を算定てきる穏和ケアチームの設置   ①拠点病院における，嬬和ケアに携わる医療従事者への研修の爽施   ①治療の全投降において，切れ目のない緩和ケア治環を受けることができろ粕墳の丘僻  
②韻和ケ7外来の開設  〟15  例）捧和ケア指導者研詳膵丁者による研障   ②会払点病院のがん診凍隠師の級御ケアの基本的知漁の習得（研修陸了等）  
③緩和ケア病棟（入院料算定Aj川）  肌5   緩和ケア病棟を有する拠点病院での天地研餅   ③全拠点病院によ川lて根和ケア外来草間浪  
④がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会開腹1肌5  ②胤点病院の緩和ケアチームによる出張相場の実施   ④全拠点病院においで緩和ケア診療カロ冗を算定で卓る緩和ケアチームを設置  
⑤医師以外の医療従事者対象の繊細ケア研修会開催 1肌ユ  ③県拠点病院仇州がんセンター＝こ出ける．緩和ケアコンサルテーション  ①県拠点病院（九州協†んセンター〉における，繊細ケアコンサルテーションの突施  
⑥講和ケア病棟を有する拠点病院の実地併催実施 l／15  
⑦緩和ケアチームによる出弓技指導の実施   γ15  

⑧緩和ケア診廃位頼手の利用   県内ヱl施設   

4 在宅底府の搬進   〈D訪間者靂質推進モデル事業   ①がん患者の在宅医療をふまえた蘇褒支援体制の構築   ①がん患者の在宅底庶をふまえた抒姜支腹体制の構築  
②地域在宅穏和ケア支援くカンファレンス等）の実施l肌5  （在宅臨席ネットワーク推進モデル事業）   ②がん診療連携強化を目的とした地域間係捷関のネットワークの摘用  

②がん診流速妨強化を目的とした地域間孫権開のネットワークの構築   ③全拠点病院において、地域在宅戎和ケア支暖（カンフ7レンス判の英施体刑のⅢ賂  
③地域在宅韻和ケア支援（カンファレンス等）の実施   電）訪問者l貨の24時間連結棒糾の豊前   

5 底疲†査問の良師等   ①がん診療連紡拠点病院の射巨強化（地域8カ所）   ①がん診療連携拠点病院の糾と強化（県2か所・地域lさか所）   ①がん直錦の均てん化Iこよる、貿の高いがん直顔の柁桝  
②リニアックの塵肺  1〟15  ②がん於痢臓器整脈（リニアック、マンモコイル専）   ②全抱．点病院におけるリニアック，マンモコイルの払筒  
③地域連携クリティかレバスの臨御   lノ15  l③全他点病院lこ融ナる、5大がんの地域連携クリティカルパスの良師   
④乳がん検診用マンモコイルの拉椚  lユノ】5  

⑤バーチャルスライドの設置  y】5   

6 相損†桶1の充実   ①相枚支援センター相談員基礎研修会の受用  7／8  ①かん対策情報センターによる相貌支媛センター相談員に対する研膵派遣促進  ①拠点病院における相兢支援体別の充実酎ヒ  
②各拠点病院のヰPつ分野や地域連壬射相†状況等の周知l封15  ②脚炎支援センター側級長の連絡会の閃性   ②全拠点病院において，相貌支硯センター基碓研修修丁旨の相班員の配置  
③がん徽苔・その束抜への支楓ボランティ7等受入  即l！  ③各拠点柄院の専門分野や地域進彼体制状況．相払支媛センター等に関する幅  

広い周知   ④咽蚊支扱センターにおけろ相抽件数の相加  
④払点病院における、がん患者・その家族への支隠ボランティア等の受入  ⑤全拠点病院における．がん患者・その豪放への支戊ボランティア等の受入   

7 がん登鋒の推進   ①拠点病院にj引ナる院内がん埜鍾の実施  15／】5  ①各拠点病院lこおける院内がん聾録の集約に向けた席削ヒの推進   ①名拠点病院における院内がん登録の集約（九州がんセンター）  
②田立がんセンターが実施する院内がん登持薬清音の研修派混躍遁   ②全拠点病院において．院内がん登踊夷捧音研修億7音の記組  
③院内がん璧録爽拐音の連声会の開催   ③院内がん登綿実埼音の連拷会の定期的開陀   

8 がんの予防   ①福岡線地溝増進針固の策定   ①柘岡県姓肝増進計画の推進   ①福岡県瞳廊増進計画の冒捧達成   
①鯵及啓発   （9B型C型肝炎ウイルスの無糾検査の実施   ②B型C型肝炎ウイルスの照料検査の集成   （∋すべての肝炎ウイルスハイリスク身のウイルス検査桔7   

（訓拍Iんの予防   ③地域婦人会の研隆等開催による普及啓発   ③ウイルス肝炎診頗体制の史瀾   （ヨウイルス肝炎診療体制の怪聞   

Q）たばこ対策の経過  ④地域婦人会等の地域団†引こよる甘及啓発   Q）がル予附こ関する普及啓発の充宍   

Q）食堂桔改首の推進  

9 がんの早川発見   ①がん挽診串（平成17年度）  t4，）％  ①がん検診巽施体制強化モデル事業   （Dがん検診受診率の向上   

①がん快診束施体制の談†ヒ  ②がん検診の事業押億の推進   ②がん検診乗算診都寸罵の推進   （かがん死亡率の減少   

⑳がん挽診受診串の向上  ◎がん挽診の確度管理   ③がん検診の輔痩管理   （》がん換冷菓施体制のデータベース溝柊と情報掩供雁側の後閑   

◎がん検診用度管堰の向上  ④卸町村に対する指導  ④がん検診の革具辞取持虜管理の充爽   
（診県民に対すろ普及啓発  

1ロ がん研究の推進   （D治験実施体制の鎚折  

②治験ネットワークの試行場数ネットワーク矧剛   ②臨床研究の推鵜  

lIその他  ①福岡県がん診療連挑協縛会の設置、運営（九州がんセンター）   ①福岡県がん診療適例脇班会の定期的開催（九州がんセンター）  
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健  第1603号  

平成19年10月31日  

厚生労働省健康局総務課長 殿  

富山県厚生  部
 
 

がん診療連携拠点病院の現況報告書の提出について   

このことについて、平成19年9月7日付け健総発第0907．001号で厚生労働省  

健康局総務課長から依頼のあった現況報告書を別添のとおり提出します。  

記  

1都道府県がん診療連携拠点病院  

富山県立中央病院  

2 地域がん診療連携拠点病院   

黒部市民病院   

富山労災病院   

富山市立富山市民病院   

富山大学附属病院  

厚生連高岡病院 l   

高岡市民病院  

市立砺波総合病院   

（事務担当．健康課がん成人病係）  

TEL O76→444－3224  
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富山県 2次医療圏の概要  

2．概要  

医療圏名   面横（kポ）  人口  人口割合（寂  人口密度  病院数   
がん診療連携拠点病院  

県拠点病院  地域拠点病院  計   

新川   924．58  130．648   11．8   141．3   15  2  2   

富山   1．8糾．0†  508．189   46．0   275．6   53   2  3   

高岡   548．82  327．261   29．6   5如．3   28  2  2   

砺波   92【I．93  139，369   12．6   149．9   19  

計   4．2ヰ7．3ヰ  1．105．ヰ62   100．0   之60．3   115   7  8   

注1）「人口割合」欄は、県全体の人口に対する顔域ごとの割合（平成†9年9月1日現在）  

注2）「病院数」棉は、拠点病院以外の病院（診療所は除く。）も含めた数  

一丁6－  
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「富山型がん診療体制」の進捗状況  

塾嘩  

本県におけるがん診療道捜拠点病院では、国の指針に基づく権能に加え、富山型がん診療  

体制として以下のような先5区的な取組みを進めてきております。   

この取組みを推進するため、「富山県がん診療連携協議会」に3つの作業部会（研修選  

会、がん登録部会、相談支援部会）を設置〔資財りし、各がん診療連携拠点病院及び  

PETセンターとの連携を図っています。   

本年10月末までの取組みの進捗状況を報告します。  

1．すべてのがん診療連携拠点病院で敷地内禁煙を実現  

○すべてのがん診療達挨拠点病院で敷地内禁煙を実施  

0地域住民等に対する講習会・研修会の開催・  

＜取組状況＞   

○昨年12月頃から患者や職員への周知を行い、順次敷地内禁煙が開始され、4月には、   

全工拠診摩廼携拠点病院が蟄些内禁煙となりました。   

○がん診療連携拠点病院の医師が中心となり、病院の乗り入れタクシーの禁煙化を推進し、   

県内のタクシー会社が、10月からタクシーの禁煙化を実現しましD（県内59事業者   

と個人タクシー協同組合の車両1，189台のうち1，140台（95．9％）で実施）   

○がん診療連携拠点病院で禁煙外来登園筐されました（7施設／8施設、禁煙外来利用   

者数177人（圧19．4～9月）。   

○がん診療連携拠点病院において、埼堕敷革習会筆を積極裾こ実施しています（6   

施設／8施設、計32回実施）。〔資材gノ  

＜今後の対応方針＞   

○今後とも、地域の担当者への講習・研修会や市民講演会等への支援を通じて、たばこ対   

策の推進を図っていきます。  

2．すべてのがん診療連携拠点病院で5年生存率を公表   

○胃・大腸・乳がんについて、すべてのがん診療連携拠点病院で5年生存率を公開（公表部位   

は随時拡大）   

0専門分野と専門医の人数、治療内容等、がん治療に関する全面的な情報開示  

○公表データについて、県がんお療連携協議会の場で検証  

一了7－   



＜取組状況＞   

○胃、大腸（結腸・直腸）、乳がんについて、すべてのがん診療連携拠点病院で同じ様式で   

ホーム〈トジ上に5年生存率を公表（H19年10月5日）しましたD〔資粁βノ   

○富山県がん診療連携協議会の「がん登録部会」（3回実施）において、各病院のもつデー  

．タ等を確認しながら、がん患者の僻、それに基づき各   

がん診療連携拠点病院で作業を行っていきました。  

く今後の対応方針＞   

○今年1月から、各がん診療連携拠点病院で開始した標準様式によるがん登録のデ「タを   

活用して、●がんの羅患状況や治療状況の分析を行っていきます。  

3．がん患者会の強化、患者■家族の療養・相談支援体制を整備   

○院内のがん患者会（乳がん）の充実・強化   

○専門医による「がんホットライン」を開設   

○がん診療連携拠点病院の専門医による種類別医学講座の開催  

＜取組状況＞  

内のがん患者会（乳がん）の充実●「強化  

○これまで、乳がんの患者会は、1つのがん診療連携拠点病院のみに設置されていたが、   

富山型がん診療体制を機に、新車臣星？のがん診療連携病囁遭乳がん患者会が設立   

きれました。  

また、がん診療連携拠点病院以外の病院での設立や、全国組織のあけぼの会の富山支   

部が立ち上がるなど、県内の乳がん患者会が充実してきました。  

○この県内の旦つ瑚≒「第1国富山県乳がん患者を支える会J   

（H19年10月21日）を開催しました。僻4ノ   

今後ともこのような会を継続して開催し、活動の場を広げて行きたい等積極的な意見が   

多く寄せられています。  

○県がん診療連携拠点病院の乳がん看護認定看護師が中心となって、TOYÅ肌BCN（ブレス  

トケアナース）．サポートチームを立ち上げ、塾妙墾   

修会専 修群5ノを行うなど、乳がんに関わる関係者の資質の向上を因っています。  

門医による「がんホットライン」を開設  

○がん拠点病院のがん専門医（3名）と相談支援センターの職員（4名）が、がん患者等   

からの相談に応じる無科寧革相談を鞄翠（会議室に電話回線（3回線で電話6台）を   

引いて実施。）僻6ノ  
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日  時  平成19年9凡1日・（土）午後1時から午後4時  

相談件数  25件（うち、本人14件、家族10件、その他1件）  

相談内容 診断・治療に関するごと  延べ22件（88％）  

その他（副作用、心の不安、患者会等について） 延べ7件  

がん診療連携拠点病院の専門医による種類別医学講座を開催  

○機能分担した病院と県がん拠点病院の医師等が連携して、胃がん・肺がん・乳がんの3   

部位の医学講座番組＿「～がん専門医に聞く～富山県町がん診療のいま」を作成し、  

間を中心に、ケーブ／レテレビ（カバー率  100％）での放映しました。   9月のがん征圧月  

僻7、βレつノ  

○また、各がん診療連携拠点病院の待合や各市町村・集団検診機関のがん検診の待合で放   

映するなど活用を図るため、その講座のPVDを作成し、関係機関に配布しました。  

○内容等   

放送内容 ①富山県のがんの現状 ②富山型がん診療体制 ③検診・診断▲治療・予  

後 ⑥がん患者へのインタビュー ⑤がんの予防  

放送期間 8月19日～10月6日 延べ677回  

○相談支援センターの活動内容を県民に広く知っていただくために、アR用ちらしを作  

成し、病院・市町村等を通じて周知しました。 

○県の広報において「富山型がん診療体制」を紹介するとともに、相談支援センターのPR   

も併せて実施しています。〔資材タノ  

○相談支援部会が中心となって、がん診療連携拠点病院間で必要な共有情報の整備を行   

うとともに、用いる相談票や相談分類の統一等も行っています。  

＜今後の対応方針＞   

○乳がん患者の交流会を継続実施するとともに、乳がん患者会と一緒にがん検診普及啓発   

（街頭キャンペーン等）を行っていきます。   

○がん専門医による医学講座を、来年度引き続き開催します。   

○がん診療連携協議会の相談支援部会を中心として、相談支援体制のさらなる充実を図っ   

ていきます。  

－す9－   



4．緩和ケア外来や外来化学療法の実施   

○緩和ケア外来の開設   

○外来化学療法の充実  

＜取組状況＞   

○緩和ケア外来は、H19年4月に、すべてのがん診療拠点病院で開設されました。（緩   

和ケア外来の受診者は、808人（Ⅱ19．4～9））   

また、それに伴い、地域がん診療連携拠点病院である富山市民病院に、緩和ケア専門   

医が配置されました。  

○外来化学療法はすべてのがん診療連携拠点病院で実施しており、専用の療法室重畳   

置されました。（6施設／8施設）  

＜今後の対応方針＞   

○県立中央病院（県がん診療連携拠点病院）の機能の充実（H20年4月から）  

・卿が選置されます。   

それに向け、現在、医師と看護師を国立がんセンターに研修派遣しています。  

・また、来年戯釘嘩こ増床します。  

・放射線機器「リニアック」を最新鋭に更新します。   

○他の地域がん診療連携拠点病院においても、緩和ケア病床の設置等に向け、、体制の充実   

を図っていく予定です。  

5．医療圏毎に病診連携を強化し、がん患者の在宅療養を支援する体制の確立  

○郡市医師会、訪問看護ステーション、在宅介護支援センター等と連携し、在宅療養を支援す   

る体制の確立   

024時間在宅緩和ケアの実施に向け、がん診療連携拠点病院を核として、緩和ケア外来がバ  

ックアップしながら医師会、訪問者護等とのネットワークの構築  

＜取組状況＞   

○県の医療計画の策定に向け協鼓している「在宅医療の連携体制」の中で調整を行ってき   

ました。  

＜今後の対応方針＞   

○医療圏毎に厚生センターi（保健所）を中心として、医療計画との整合性を図りながら、   

郡市医師会、訪問者護ステーション、在宅介護支援センター等と連携し、在宅療養とな   

る患者へ適切なホrムドクターを紹介するシステムの確立に向け、協議していくことと  

しています。  

4  

－80－   



○また、がん診療連携拠点病院が中心となって、緩和ケア外来がバックアップしながら医   

師会、訪問者護等とのネットワークの構築を進めていきます。  

6．院内がん登録の精度の向上   

○質の高い院内がん登録の整備  

＜取組み状況＞   

OHユ9年1月より、すべてのがん診療連携拠点病院で卿よる登録を開重しまし  

た。   

○また、H19年1月より、院内がん登録の電子データによる届出情報で地域がん登録を可   

能としたことにより、地域がん登録の精度の向上にもつながっています。  

○昼旦診療情報管理研究会塑設立（H19・4）され、資質の向上を図るため、県から会   

に研修費を補助して研修を実施していますこ  

＜今後の対応方針＞   

○引き続き、がん登録部会が中心となり、院内がん登録の精度の向上を因っていきます。  

7．共同利用型PETセンターと連携したがん診断∵治療体制の構築   

OP巨‾「センターとがん診療連掻拠点病院が連携して、診断・治療を行う体制を構築   

OPE‘丁センターとがん診療連携拠点病院は、画像情報をオンラインで結び、がんの診  

断・治療の質を向上  

＜今後の対応方針＞   

○行政と民間が協力して、  ETセンターが、H19年11月にオープン   共同利用方式のP  

僻7のします。今後、このPETセンターとがん診療連携拠点病院が連携して、診   

断・治療を行う体制の構築を図っていきます。  

○最新式のサイク臼トロンとPET／CTを整備し、がん診療連携拠点病院との連携のもと、   

がん患者の治療に利用するとともに、企業等のがん検診においても積極的に活用を因っ   

ていきます。  

OPETセンターとがん診療連携拠点病院は、将来的に画像情報をオンラインで結び、が   

んの診断・治療の質を向上させる‘こととしています。  

一歩1－   



8．がん検診の受診率の向上対策の強咋   

○受診しやすい体制づくりの一層の推進   

○がん検診の普及啓発、費用軽減措置など独自の取り組みの強化  

○精度の高い検診体制の整備  

＜取組み状況＞   

○早研、夜間、土日の検診の実施や他の検診と組み合わせた複合検診など、受診しやすい   

俸制を整備しています。   

○節目年齢者のがん検診料金の助成やがん対策推進員などのボランティアによる受診勧奨   

活動への補助を実施しています。  

F 
日検診：胃がん、乳がん、子宮がん、肺がん（ヘリカルCT）検診を受診する節目年  

齢者（5歳ごと）へのがん検診の自己負担額を軽減している。  

的 にマンモグラフィの導入を因っています。   ○乳がん検診に積極  

（昨年度、新たに4施設に整備されています。）  

○ヘリカルCT肺がん検診について、市町村や企業等と連旗したモデル事業を実施し、よ   

り精度の高い検診体制整備のため、知見の集積に努めています。  

＜今後の対応方針＞   

○来年度から実施される特定健診と一体的にがん検夢が行える体制を構築していきます。   

○女性のがん検診対策に重点的取り組みます。   

○精度の高いがん検診を推進していきます。  

9．治験、臨床研究へ取組む   

○臨床研究（多施設共同研究）や治験への参加  

＜取組み状況＞   

○富山型がん診療体制の中では、富山大学附属病院が中心となって高度先進医泉臨床試   

験および治験の推進を担うこととなっています。  

○臨床試験に関しては、富山大学・富山県立中央病院および厚生連高岡病院が中心となっ  

施設共同研究  て、肺がん・大腸がん・1胃がん・婦人科がん・悪性リンパ腫などの   

腿G，JG拡など）に積極的に参加しています。  

○治験に関して軋富山大学附属病院が中心となって，甚姐御  

塞をどの治験に参加するとともに、広く一般市民に対して治験の重要性などについて   

の啓蒙を行なっています。  
l  
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＜今後の対応方針＞  

○臨床研究（多施設共同研究）および治験の推進のために、各がん診療連携拠点病院にお  

ける体制の拡充が必要です。  

－○本年度中には、がん診療連携拠点病院間での臨床試験に関する情報交換と協力体制を確   

立するための「がん晦床試験・聯（仮称）」を立ち上げる予定です。   

○臨床試験研究組巌および治験依頼者に対する「富山型がん診療体制」での症例集積力、   

治験コーディネーター、専門医師などの整備状況の紹介を行なうことにより、さらなる   

臨床試験および治験の推進を図る予定です。   

0広く市民に対してがんの臨床試験・治験に対しての理解を求めるための市民公開講座な  

ども計画中しています。  

10＿ その他、富山型として強化した事項  

○医師並．ぴにコメディカルの研修体制の構築  

＜取組み事項＞   

O「富山県がん診療連携協議会において、各がん診療連携拠点病院でのがん医療に関する   

函修について情報交換し、より精度の高い研修体制を構築することを目的と‾した「研修   

部会」を設置しました。   

○研修部会において、各がん診療連携拠点病院の医師、看護師および緩和ケアチームに対   

し、希望する研修先卿こついて、意向調査を実施しました。   

○意向調査の結果を踏まえ、県内病院での研修希望の蓼合には、研修部会が中心となり、   

いわゆるマッチングを実施し、研修の調整を実施しています。  

＜今後の方針＞   

○今年度の研修状況等について結果の集積（データベース作り）と検証を行ないます。   

○医師、看護師等の県外医療施設への研修に対する費用の補助等を行う予定です。  
l  
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来年度から、下記の事業への予算化を計画しています。  

緩和ケア研修の体制の構築  

○県内のがん医療に関わる医師を対象に、緩和ケア研修を富山県医師会の生涯教育の講座   

に位置づける等工夫し、計画的に緩和ケアの研修を習得した医師の拡大を図ります。   

なお、研修内容については、嘩L（仮称）  

▲に基づいた内容とする予定です。  

○各がん診療連携拠点病院において実施されている、地域の医師等を対象とした緩和ケア  

壁塵会碩容の充寒を由ります。  

○がん医療に関わる看護師等を対象に、県がん診療連携拠点病院の緩和ケア病棟への実地  

旦塵を行います。  

○富山大学医学部の学生に対し、緩和ケア指導者等の協力を得て、緩和ケアに関する講習   

会を考えています。  

医師、看護師等の県外医療施設における研修への支  

○がん診療連携拠点病院の医師や看護師等が県外医療施設へ研修に行く際の費用（旅費等）   

の婦助を行い、研修に出やすい体制を整備していきます。  

引き続き、富山型がん診療体制の強化を囲ってまいります。   



（様式2）  

広島県 二次医療圏の概要  

1＿圏域図  

がん診療連携拠点病院  
：kポ）  卜．積   
．10．1現在）   

口割合 （％）  人口密度  病院数 （H17．ユ．31現在）         既指定病院数  今回推薦病院数  計   
2．5D4，91  1．333．953   46．4   532．5   103   4   0  4   

567，91   145．809   5．1   256．7   13   0   

454．26   280．942   9．8   618．5   3Z   0   

796．9D   224．323   7＿8   281，5   全0   0   

1．034．16  273．287   9．5   264．3   26   0   

1．095．59   515．865   17．9   470．9   51   D   

2．024．79   102．463   3．6   50．6   0   

軋478．52  乙8了6．642   1DO．0   339．3   256   10   0  10   

面  
医療圏名   巴  

（Hl臥1   

広  島   2   

広 島 西  

旦  

広島中央  

尾  三   

福山・府中  ロ   

備  北  ・ 2   

計   8   

注1）「人口割合」欄は、県全体の人口に対する圏域ごとの割合を記入すること．  

注Z）「人口密度」欄は、各医療圏ごとに、人口／面積くknて）（小数点以下第2位四捨五入）により算出した数値を記入すること。  

注3）「病院数」榊は、拠点病院以外の病院（診療所は除く。）も含めた致を記入すること。  

注4〉「今回推薦病院数」欄は地域がん診療連携拠点病院を都道府県がん診療遣娯拠点病院へ指定変更する場合には（）書きで、  
指定更新の場合にはく〉書きで、内致を示すこと。  
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広島県がめざす機能連携を軸としたがん医療体制  

～広島二次医療圏4拠点病院が果たす中核的機能～   

⊥三脚長峯匪  

【概況】  

○ 広島県では，がん診療連携拠点病院（以下、拠点病院）の指定を契磯として、県全体   

のがん対策を大きく進展させるための更なる取り組みを展開することとしており、今後   

策定する「広島県がん対策推進計画」において、これらの計画的な推進を予定している。  

0．とりわけ、広島二次医療圏で指定された「広島大学痛院」，「県立広島病院」，「広島市▲   

立広島市民病院」，「広島赤十字・原爆病院」の4拠点病院は、それぞれの特色を組み合   

わせて連携した高度な専門医療機能とともに、患者相琴支援やがん登録等のがん対策支   

援分艶紳を担うなど、がん対策鱒二史   
盈坦左遡点機能’’（中核拠点病院）により県全体のがん対策推進に大きく貢献している。  

中核的な拠点機能  

【高度専門医療機能】  

・ 高度専門がん医療の中核拠点機能として、施設完結型ではない4病院連携に   

よるこを此型”が～センタニ遡盈により実現すべく連携強化を推進  

・ がん医療提供体制「広島県がん医療ネットワーク」構築にむけ、旦塵匪歴史   

心となってネットワーク参加施設のあり方や医療人材育成等の佐制整備を進達  

【先進的ながん対策支援機能】  

・  がん患者が主体的に関わる相談支援体制の構築において、卿   

接して専門分野に係る相談を支援【相談支援の推進】  

・  4病院を中心とする広島市域の地域が麟おいて実践されている、患者   

の病理組織診断の情報を収集する「腫瘍登録」により院内がん登録の情報を補   

完し、より登録精度の高い地域がん登録を推進するという塵貞の地域がみ登靡   

方式（広島閻を今後全県に拡大【がん登録の推進】  

ー  がん医療に関連する医療情報の提供について  的に推進  （がん医   

療情報提供の推進）【がん医療情報提供の推進】  

・ 地域の緩和ケア推進や緩和ケアに係るがん医療従事者研修について今後ヾ県   

立広島病院の緩和ケア支援センタ∵を核に4病院が連携支援する体制たより県   

内全域で展開【緩和ケアの推進】  
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」．広島県の特徴と広島御霊畳  

～ ネットワーク型がんセンター捜能の実現【平成18年度提出推薦書の要点】～  

○ 本県は豪雪地帯の県北部、瀬戸内海の鳥喚部、県人口40％が集中する広島市都市部   

といった日本の地域特性をそのまま包含する地政学的特徴を備えている。（日本の縮図）  

○ 従って、本県のがん医療提供体制構築では、日本のがん医療均てん化の課題を共有し   

ており、首都圏における高度専門的ながん医療の中核拠点機能の実現が広島市都市部に   

求められ、また、山間部島喚部では地域密着型のがん医療提供ニーズがある。  

○ 広島市部市部における高度専門的ながん医療の中核拠点機能について、以下の観点か   

ら、本県としては、首都圏や他県の例のような“単一施設完結型’’がんセンターではな   

く、がん医療機能の高い既存基幹病院群が役割分担と連携により機能する“ネットワー  

ク型がんセンター’’を実現することが適当と認識している。  

①  多様な燥性疾患を合併した高齢がん患者が今後増加することを謄まえれば，が  

ん専門機能に特化するのではなく，一般慢性疾患にも対応可能な総合的な診療権   

能を重視する必要があること。  

②  大規模人口の首都圏や関西圏、あるいは基幹病院が少ない小規模県と状況が異  

なり、本県での施設完結型センタ～新設運営には費用対効果から課題が多いこと。  

③ 現存の広島市都市部基幹病院において、高度専門がん医療の提供が既に一定毯  

度行われており、また、機能面でも県立広島病院の緩和ケア、広島赤十字・原爆  

病院の血液がん治療、といった特色を踏まえた連携が可能なこと。  
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